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要 旨
高岡は江戸時代に 入 っ て商業の町と して都市形成を始めたが, 銅器や漆器などの地場産業も徐々
に発展した｡ その後, 大正初期からは安価な電力と港湾施設の充実とに よ っ て伏木港周辺部へ鉄瓶
化学, 紙 ･ パ ル プなどの工場を誘致し, 臨海工業地帯を形成した｡ こ の段階で は高岡市は典型的な
外来型発展を遂げたとい える ｡ こ の ような傾向はその後も継続し, 1962年の全国総合開発計画 ( 第
一 次) で指定された富山 ･ 高岡新産業都市で は指定地域内の自治体で は企業誘致に よる発展を目指
そ うとする傾向が強くみられ , これらの関係自治体は外部依存によるさらな る発展を期待したが ,
2度の石油シ ョ ッ ク によ っ て計画したように は進まなか っ た｡ また , 通産省が1982年に提唱し た テ
ク ノ ポリ ス計画に おける富山, 高岡両市を母都市とする富山テ クノ ポリス におい て も外来的発展と
いう性質がみい だせ る ｡ しかし. そ こで は外来的発展の問題点も指摘され, しだい に内発的発展 に
関心が注がれ るよ うにな っ た｡ こ の間, 1930年に高岡で芽生えたア ル ミ ニ ウ ム 産業 は , 1970年代に
は高岡の基幹産業と見なされ るように な っ た ｡ こ の ような経緯か ら考えると, 高岡の地域経済 は ,
当初の外来型発展から内発的発展 へ と変化 して い る ように思われ る ｡
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は じめに
本稿は高岡の地域経済分析に 関する試論で
ある ｡ 高岡地域 で は大正初期か ら豊富な水資
蘇, 安価な電力, 良質の労働力な どを売り物
に中央の重化学工業の導入に力を注い で伏木
港周辺 に工業地帯をっ くり上げた こと で知ら
れて い る ｡ すなわち, 地域経済の発展形態と
して は外来型 (- 外部依存型) の道をたど っ
た ことを意味して い る ｡ しかし, 筆者はその
後の 高岡をみ て い て少し状況が異なるの で は
ない か と感 じて い る ｡ それ は , 現在の 高岡市
の製造業に お い て は確か に外来型企業の 存在
も小さくはない もの の , 最も大きな部分 を占
めて い るの はア ル ミ ニ ウ ム 産業で あり, こ の
産業は決して外来型で はない ｡ む しろ高岡の
地場産業を基礎としてそ こから生まれたもの
で あり. そ の意味で は地域に 根ざした産業で
ある｡ それなの に依然として外来型発展とい っ
て正 しい の で あろうか ｡ この ような疑問を解
決するため に , 高岡地域経済の 発展過程をた
どる ことをとお して , そ の特徴につ い て考察
してみ た ｡
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1 高岡市の 歴史的推移
こ こ で は現在の高岡市の経済を構成して い
る要素に つ い て , その 発展過程をた どりなが
らみ て み る｡ あくま で も現在の 姿を形成して
い る要素に つ い て振り返 っ て整理する ことが
目的であるか ら, 取り扱う範囲と して は高岡
市の経済の基礎が形成されたと考え られる江
戸時代か ら第2次世界大戦終了までをプレリ ュ ー
ドとして の近代高岡経済史と し, それ以降を
現代史として 分けてみ て いく ｡
1. 1 プ レ リ ュ ー ドと して の近代高岡経済史
高岡市が成立 したの は, 明治2 2(1889) 年
の市制公布で あるが, これ以前に つ い て は史
料の 上か らは慶長14(1609) 年5月 に ｢高お
か｣ と して登場し, 後に詩経か らと っ て ｢高
岡｣ に改め られたとい う｡ もともと この 地 は
｢藩領の加賀 ･ 越中 ･ 能登 三国 の要｣ に 位置
し, 千保川 と小矢部川 の水運 をい かす こ とに
よ っ て後背地とな る砺波 ･ 射水南平野の穀倉
地帯や外港ともい え る伏木 ･ 放生津とア ク セ
ス する こ とが可能な位置に あ っ た｡ そ のため,
前田利長 は寛永12(1635) 年に 布御印押人を
置 い て麻布の集散地と した こ とを手始め に ,
承応 3 (1654) 年に 御荷物宿, 明暦3 (1657)
年に魚問屋 を, また はぼ同じ頃に は塩問屋の
創設も許可 し, 古御域内に 御収納米蔵と御詰
塩蔵を設置 し, こ の 町を商業の町とす べ く手
を打 っ た ｡ 利常の死後も加賀藩は利常の意志
を受 け継い で寛文11(1671) 年に は締綿 ( 精
製綿) 市場を設置したが , これらの こ とが高
岡の 町が商業面 で発展するため の重要 な意味
を持っ もの であ っ た ｡1) なお, こ れ らの 時代
の戸数および人口に つ い て は, 元禄2 (1689)
年に は戸数が2,616軒, ま た元禄12(1699)
年に は人口 が13,085人と い う記録が残さ れ て
い る｡ これ らは高岡の戸数及び人数に つ い て
の最 も古 い もの とい われて い る ｡
2)
と ころ で , 高岡を代表する地場産業の 一 つ
で ある銅器産業の 源流は, 慶長16(1611) 年
に前田利長が城下町の造成を急ぐなかで砺波
郡西部金屋に住ん で い た金森弥右衛門はか7
人の鋳物師を高岡の 町に 移した ことに端を発
する ｡ 利長は千保川左岸に宅地 を与え , 5 カ
所の吹場 ( 鋳造作業場) を建 て た ｡ 当時の こ
れら鋳物師達 は銅, 釜, 鉄瓶な どの生活用鉄
器異類, 鋤, 鍬, 城門や橋の鉄製金具, 釘な
どを中心として 究鐘, 半鐘, 燈篭 などの銅製
鋳造品も作 っ て い た ｡ また, 銅器と並ぶ漆器
に つ い て は その正確な起源 はは っ きりして い
ない もの の , 明和年間 (1764-) に京都か ら
移住して きた辻屋丹甫に よ っ て美術漆器 の製
造 が行われた が, それ らは非常に 少量 で , ど
く 一 部の特権階級の趣味を満足させ るに 過 ぎ
ない程度で あり, 本格的な拡大 は明治に 入 っ
て か らの こと となる ｡3)
こうして 高岡 は商業の町 として , 銅器 の 町
として, さ らに ｢加賀藩の 台所｣ と して発展
を遂げる こととな っ たの で ある ｡ 加え て瑞龍
寺や その 前田利長墓所な どの 寺院も多く, 経
済面ばかり でなく宗教面や文化面で も優れた
もの が み られる ｡
明治期に 入ると , 明治18(1885)年に は米商
会所法に基 づ い て高岡米商会所 (後に 高岡米
穀取引所と改名) が開か れ, 江戸時代以来の
米の集散地として の高岡の地位が改め て認め
られる こ とと な っ た ｡4) 明治22(1889)年 4月
1 日に は市制施行で高岡市が誕生 したが , こ
の 時の 人口は29,202人 で , こ の 時に市制をひ
い た全国31都市の なか で第23位 で あ っ た ｡5)
(なお, 高岡市 は平成3 年 に お い て 世帯数
51,331, 人口176,183人とな っ ており, 北陸 3
県の なか で は金沢市 (153,479世帯, 430,926
人), 富山市 (104,806世帯, 319,649人), 福
井市 (76,635世帯, 251,026人), に次 い で 第
4位の規模とな っ て い る ｡) 当時の 高岡及 び
その 近隣の 経済界に は, 伏木 ｡ 新湊な どの 大
●
回漕業者, 砺波 ･ 射水 ･ 氷見地方などの大地
主達が い て , 彼等は持て る経済力を等区使して
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経済 ･ 金融を押さえ , 6) 地方政治に も関与し
たとい われ る ｡ 特に舟問屋 ( 大回漕業者) で
は米を買占め移出す る 一 方で , 北海道から昆
布や塩干魚, 海産物, 雑穀などを買い付けた｡
やが て第1次世界大戦前後になると, 工場誘
致を促進する目的で京浜地方の1/2 以下の
安価 な電気料金を売り物に した富山電灯株式
会社社長 の金岡又左衛門に よる活動が始め ら
れ, 大正元 (1912) 年に修築が完成した伏木
港周辺 は重化学工業地帯の 観を呈するように
な っ た ｡ すなわち, 伏木港の 整備に よ っ て,
工業用原材料が入手しや すくな っ たばかりで
なく, 低廉な電力, 豊富で勤勉な労働力, 豊
かな工業用水など当時の重化学工業の立地条
件が整備 された の であ っ た ｡ (なお , 富山県
全体として みれば, こ の伏木地区で発達 した
工業は, やが て富山北部地区をはじめとして ,
国鉄 (当時) 北陸線や高山線に 沿 っ て拡大し
て い っ た ｡ ま た, 伏木港に 続い て富山港 の修
築も行われ, 昭和の 初期か ら中期に かけて は
両港周辺 へ の 工場立地が進 ん で い っ た ｡) そ
の結果, 大正 6 (1917) 年に富山電気製鉄所
株式会社 (覗, 日本鋼管株式会社富山製造所)
が設立 された の を始め, 同年に は北海電化工
業株式会社 (覗, 日本重化学工業株式会社)
が , また翌年に は伏木製紙株式会社 ( 中越 パ
ル プ工業株式会社伏木工場) が, 翌々 年に は
北海曹達株式会社伏木工場 (覗, 東亜合成化
学工業抹式会社高岡工業所伏木工場) および
北海工業珠式会社 ( 現, 日本製紙株式会社伏
木工場) が進出して きた ｡7) こ うして 伏木港
臨海部に工場が集中立地 した結果, 富山県の
工業生産 は飛躍的に上昇する こととな っ た ｡
表1 は大正 3 (1914) 年から昭和17(1942)
年に か けて の都道府県別 に 工業生産額の推移
を示 したもの で あるが, こ れに よると この間
の富山県の 伸び率は70.3倍と全国 2番目の 高
い成長率であり , 工場が増加する以前の大正
3年に は全国29位で あ っ たもの が , 昭和17年
に は 9位と驚異的な上昇 とな っ て い る｡ もち
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ろん, こうした当時の 富山県の 工業面で の 著
しい成長の 全て が伏木港周辺 の 工場立地 に よ
るとはい え な い もの の , こ の 急成長の かなり
の部分が伏木港周辺に で きた重化学工業地帯
が寄与したもの で ある ことは明らかで ある ｡
この ように ｢ 原料資源 の ない , そ して市場か
らも遠距離の富山県内に電解 ･ 電炉工業や化
学, パ ル プ ･ 紙工業の 立地が集中したの は,
第1次大戦後の 電源開発 ブ ー ム に よる豊富で
低廉な余剰電力と用地 , 用水, 労働力の 存在
｣8) に よ る｡ 盛 一 雄に よれば, 当時の 伏木臨
海工業地帯の 意義として ｢(イ)本県に おける近
代工業の 第 一 次勃興期で ある ｡ (ロ)後進的農業
県か ら工業県 - の転機とな っ た ｡ ←1伏木港も
亦こ れを転機として , 従来の商業港から工業
港的性格を強めた ｡ 仁)工業化の 因子として の
電力と港湾の 重要性の認識を昂 め た ｡｣ の 4
点を指摘して い る ｡9)
一 方, 当時の高岡の経済界で地場資本の 注
目す べ き動きとして は, 明治26(1893) 年に
設立された高岡紡績株式会社と戸出物産合資
会社 (明治29(1986) 年に は株式会社とな っ
た) である ｡ こ れらは高岡が江戸時代以来の
綿およ び木綿の集散地 であ っ た ことが背景と
な っ て , 地場資本に よ っ て操業が開始された｡
前者は水害などの天災もあ っ て や が て大正 4
(1915) 年に は日清紡績に 売却さ れ, 昭和34
(1959) 年に な っ て 閉鎖さ れた が , 後者は現
在も操業中である ｡ こうした歴史を有する高
岡の繊維産業は染色や ニ ッ トな どに拡大し,
高岡の 産業界の重要な 一 角を占めて い る ｡ な
お繊維産業に関連 して は, 昭和12(1937) 年
に鐘紡株式会社高岡工場が進出して い る ｡ ま
た, 銅器産業は京都と並ん で有名で あるが,
こ の 時期に お い て は昭和10(1935) 年前後に
な っ て高岡が京都を抜 い て 日本 一 の銅器産地
とな っ て い る｡ 明治期に入 っ てか らの 銅器産
業内部で の 経済的変化と して , 問屋制家内工
業として の 形態が整 っ た ことが指摘できる ｡
それ は, 明治30- 40(1897 - 1907) 年頃に は
30 田rF) 時人
表1 都道府県別工業生産額の推移
県 名 大 正 3 年 昭 和 1 年 昭 和 10年 昭 和 17年 伸
び 倍
17/3
順 位
大 3
順 位
昭 17
順 位
変 化
全 国 1,372,429 6,936,477 10,836,894 32,129, 75 23.4
13 7 6北 海 道 27,482 164,317 283, 70 902,437 32.8
青 森 991 15,478 24,975 79,084 79.8 47 43 4
岩 手 2,702 23,715 56,640 296, 88 109.9 42 21 21
宮 城 7,219 36,109 33,007 115,290 16. 0 31 36- 5
秋 田 5,180 29,080 26,724 134, 80 25.9 38 33 5
山 形 10,273 49,174 35,024 134,972 13. 27■ 32 - 5
福 島 10,81 3 54,224 57,619 236,690 21.9 26 28 - 2
茨 城 6,891 43,481 69,369 311,942 45.3 35 20 15
栃 木 16,457 79,401 105,246 232,757 14.1 20 29- 9
群 馬 30,280 152,391 129,092 388,105 12.8 ll 15 - 4
埼 玉 21,527 110,157 127,949 523,275_ 24.3 15 12 3
千 葉 ll,105 55,259 90,518 250,797 22.6 25 26日■】
東 京 192,938 823, 36 1,526, 62 6,046,413 31. 2 1 1
神 奈 川 39,809 282,628 703,789 2,800,494 70.3 8 3 5
新 潟 23,822 66,995 159,746 587,746 24.7 14 10 4
富 山 7,991 55,185 116,237 633,512 70,3 29 9 20
石 川 13,919 87,643 103, 57 294,917 21.2 22 22 0
福 井 21,154 78,054 128,608 263,173 12.4 16 24 - 8
山 梨 1 2
,
348 40
,
298 33,382 82,994 6.7 23 42-19
長 野 54,162 250,671 132,355 351,333 6.5 5 18 -13
岐 阜 ll,900 146,618 138,479 374,1 1 31.4 24 16 8
静 岡 31,586 209,241 282,576 757, 76 24.0 10 8 2
愛 知 82,171 512, 75 831,491 2,318,495 28.2 4 6 - 2
三 重 28,461 141,583 17 ,283 326,153 .ll.5 12 19- 7
滋 賀 7,603 61,561 110,936 169,166 22. 30 30 0
京 都 38,517 232,857 258,819 610,948 18.2 9 10 日■】
奈 良 7,1 49 38,615 40,235 104,269 14.6 32 39- 7
大 阪 251,680 1,153,686 1,848,247 4,281,538 17.0 1 2 ⊆■】
兵 庫 177,022 689,604 1,001,452 2,780,765 15.7 3 4 日■】
和 歌 山 20,288 111,212 131,661 240,304 ll.8 17 27 -10
鳥 取 4tOO9 17,252 19,539 63,865 15.9 41 46 - 5
島 根 2,227 24,163 39,201 115,723 52.0 44 35 9
岡 山 43,867 127,953 188,204 359,728 8.2 7 17 -lO
広 島 20,109 103,855 155,738 462,055 23.0 18 13 5
山 口 7,021 58,887 169,9 4 442,088 63.0 34 14 20
徳 島 7,141 34,902 54,555 105,886 14.8 33 38- 5
香 川 4,620 40,431 57,835 113,901 24.7 39 37 2
愛 媛 18,411 104,929 151,6 3 257,577 14.0 19 25 - 6
高 知 4,120 27,943 25,483 73,665 17.9 40 45- 5
福 岡 46,797 303,576 891,700 2,751,667 58.8 6 5 1
佐 賀 5,427 29,987 33,575 77,839 14.3 37 44- 7
長 崎 14,319 54t300 79,242 287,382 20.1 2l 23- 2
熊 本 8,932 115,116 62,745 168,013 18.8 28 31 - 3
大 分 6,296 50,470 41,370 91,431 14.5 36 40- 4
宮 崎 2,195 18,594 55,076 116,610 53.i 45 34 ll
鹿 児 島 2,302 23,882 32,823 87,179 37.9 43 41 2
沖 縄 1,172 5,360 6,203 26,491 22.6 46 47日■】
註 ｢工業統計50年史｣職工 5人以上統計表 より製作
(出典) 富山学研究グル ー プ編 ｢富山県の知的生産｣(平成4年8月) p. 157- 158
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鋳造 (双型, ろう型, 焼き型 , 生型), 彫金
( 象炭, 板金, 槌金, 電鋳), 着色 (メ ッ キ),
研磨 (パ フ , 仕上げ) などの 専門化が進み,
職人は製造工程の 一 部分を担当し, 製造全休
と販売などは問屋が行う産地 シ ス テ ム が形成
された ことで ある ｡10) こ の背景として は, 特
権階級の没落とともに顧客の層が拡大し, 生
産量 の増加が必要とな っ てきた ことがあ っ た ｡
しかし, 昭和13(1938) 年に は早くも日中戦
争の 影響から銅地金使用制限規則が制定され
軍需中心 の方向 へ 向か っ たため , 高岡市内の
銅器工場も次々 と整備 ･ 統合さ れるとともに
生産も減少して い っ た ｡11) こうした状況の も
と, 現在の高岡を代表する産業で あるア ル ミ
ニ ウ ム 産業が芽生 えた ｡ す で に実験的試みが
一 部で な さ れた が成功に は至 らず, 昭和5
(1930)年に 大阪 で技術を修得した荒井三郎
が高岡に帰 っ て北陸ア ル ミ ニ ウ ム 器具製作所
を設立 し, 本格的な ア ル ミ ニ ウ ム 産業の 第 一
歩が始ま っ た ｡ これを皮切りに昭和9 (1934)
年に は日本曹達株式会社高岡 ア ル ミ ニ ウ ム 工
場が設立 されて い る｡ これらが製造 したの は
食器類や火鉢な どで あ っ た ｡ こ の ように銅地
金の 入手難 に よ っ て原料不足 に苦慮 した鋳物
業者が大正初期か ら市場に出回 っ て い た ア ル
ミ ニ ウ ム に 注目 して , 高岡に ア ル ミ ニ ウ ム 産
業が徐々 に定着して い く こととな っ た ｡ なお,
戦時中に は高岡の ア ル ミ ニ ウ ム 関連企業が整
理, 統合さ れ昭和19(1944) 年に 北陸軽金属
株式会社 (覗 , ホ ク セイ ア ル ミ株式会社) が
設立 され, 通信機材や航空機の エ ン ジ ン部品,
軍用食器などの生産 を行う軍需工場とな っ た｡
こ の ように , こ の 時期の 高岡経済 は, ｢商
都高岡｣ と呼ばれた如く流通面で の位置付け
が高か っ た こ とが大きな特徴で あり, 加え て
高岡を代表する地場産業の 一 つ で ある銅器産
業の産地 シ ス テ ム が確立 されるとともに , ア
ル ミ ニ ウ ム 産業が興隆した時期で もあ っ た ｡
しか し, もう少し広い観点か らと らえるな ら
ば, 安価な電力と深く結びっ い た伏木港臨海
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地区へ の重化学関係の 工場の立地 に より工業
面で の著しい成長がみ られた ことがこの 時期
の 高岡経済史の なか で特等さ れる ｡ 明治41
(1908)年に同地区で はす で に 地元資本で あ
る北陸人造肥料株式会社が操業を開始して い
たが, 伏木港臨海工業地帯を形成する第 一 歩
ともい える大正 6 (1917) 年に進出して きた
富山電気製鉄所株式会社を始めとする鉄鋼,
化学, 製紙な ど, その 中心 はい わゆる進出企
業で あり, この ように み てくると高岡の 地域
経済は, 典型的な ｢外来型発展｣ の道をたど っ
たもの と考えられる｡
1. 2 現代高岡経済史
富山県 は第2次世界大戦中に太平洋岸の 工
業地帯か ら戦時工場疎開を受け入れ て い た た
め に , これらが戦後復興期の 富山県製造業の
回復を助ける 一 因とな っ た ｡ また , 当時の 重
点施策であ っ た ｢傾斜生産方式｣ の もと で鉄
鋼部門の 回復も進んだ ｡ 大戦終了後か ら昭和
25(1950)年にか けて は, 軍需か ら民需 へ と
転換が進められた時期で あり, 高岡市で は苛
性ソ ー ダや硫酸を生産 して い た 日本曹達株式
会社が 工業薬品や医薬品 へ と製造品を転換す
るな どの影響がみ られた ｡ また , 高岡市は戦
災に あわなか っ た ため, 市内の 鋳造設備がそ
の ままの こ っ た こ とが幸い し, 鍋や釜などの
生活用品の 生産が行われた ｡ 昭和21(1946)
年当時, 日産5 - 6,000個の生産量が あり, 国
内全体の 需要量の60% 程度を高岡の 製品が満
たしたとい われ, こ の 好況を反映して , 県内
高額所得者上位20人の うち13人が高岡在住者
で あ っ た｡ そ の後, 駐留米軍か らの花瓶の大
量注文があ っ たり究鐘などの生産 も行 っ たも
の の , 朝鮮動乱の影響か ら原材料が高騰 し,
銅の 代替品として ア ル ミ ニ ウ ム が注目され,
昭和29(1954) 年に はア ル ミ瓦 などもてが け
られた｡ 当時の ア ル ミ ニ ウ ム関係の企業で は,
戦前 の需要工場であ っ た北陸軽金属株式会社
があ っ た はか , 昭和21(1946) 年に北陸ア ル
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ミ ニ ウ ム 抹式会社, 昭和24(1949) 年に 立山
ア ル ミ ニ ウ ム 株式会社, 昭和25(1950) 年に
ワ シ ア ル ミ株式会社などが操業を開始して い
る｡ これらの 企業は現在も高岡を代表す る企
業で ある｡ こ こ で地域開発の問題 で重要な点
と して , 昭和27(1952) 年に は, 同年から同
35年度を計画年次とした第 一 次 ｢富山県総合
開発計画｣ が発表され, 現在ま で に平成4年
か ら同12年度ま で を目標年次と した第7 次
(｢新富山県民総合計画｣) ま で策定されて い
る ｡ 第 一 次の総合開発計画は, 昭和25(1950)
年に吉田内閣の もとで制定さ れた国土総合開
発法に富山県として対応 したもの とい え る ｡
この 計画におい て は, 振興対象業種と して 有
機合成化学, カ ー バ イ ト, 化学肥料, 合成繊
維, 鉄鋼, ア ル ミ ニ ウ ム な どが挙げられて い
た ｡ い ずれも電力消費型の業種 で ある｡
昭和30年代に 入る と富山県の 工業構造に 変
化があらわれ, 繊維工業に取 っ て代わ っ て 化
学工業や鉄鋼, 機械工業が大きく伸張した ｡
高岡市に おい て も医薬品原料を製造して い る
富士薬品工業株式会社がすで に昭手D24(1949)
年に操業して い た はか, 昭和31(1956) 年に
は県や市等の 行政が主体とな っ て 日本ゼ オ ン
株式会社高岡工場の 誘致が行われた ｡ この 工
場で は化学製品を生産 して い るが , そ の原料
である塩素が伏木に ある日本曹達株式会社高
岡工場からパ イ プ で供給されるとい う コ ン ビ
ナ ー ト方式の 工場として知 られて い る｡ こう
した企業誘致は偶然 で きた の で はなく, 県を
始め として各自治体が企業誘致に 力を入れ続
けて い たからであり, 昭和31(1956) 年に は
新規工場の 誘致を目的と した ｢富山県工場誘
致に 関す る要綱｣ が制定されて おり, こ の後
もよりきめ の細かな企業誘致に対する行政側
の動きは度々 みられた ｡ また, 昭和35(1960)
年に は, 現在, 製造業として 高岡市で最大規
模を誇 る三協ア ル ミ ニ ウ ム 工業株式会社が設
立され, そ の後ア ル ミ サ ッ シ の 生産が開始さ
れた ｡12) しか し, ア ル ミ ニ ウ ム 産業は こ の 時
点で はまだ規模が小さく, 例えば富山県製造
業に占め る割合で は, 昭和35年に はわずか0.
8% (出荷額 :14億1,100万円) にすぎないが,
こ の あと40年2.7% ( 同:97億6,500万円), 4
5年9.2% (同 :690億4,400万円), 50年17.3%
( 同:2,555億4,100万円), 55年22.1% (同:5,
752億1,700万円) と急速に その 地位を高め ,
富山県の 基幹産業とな っ て い っ た｡ そして ,
高岡市にお い て は県全体よりも当然の ことな
がらはやい ペ ー ス で基幹産業としての 位置を
確立 して いくの で ある ｡ こう して ア ル ミ ニ ウ
ム産業が急速に 拡大した理由と して は, 市場
面で は, 昭和40年代に は ア ル ミサ ッ シ が全盛
を誇 っ た時代であり, 昭和50年代に はア ル ミ
サ ッ シに加え て ドア や エ ク ス テ リ ア分野の充
実を図 っ た こと, さ らに 昭和60年以降で は こ
れらの商品の 多品種化, 高機能化, 新用途開
発な どに加 え て非ア ル ミ素材をいか した外壁
材分野 へ の進出な ど, ア ル ミ ニ ウ ム を核とし
て , 建材メ ー カ ー と して の 幅広い対応を示 し
た企業がみ られた こ とが あげられる ｡ そ の た
めに は, 個 々 の 企業で は生産面でM E化の促
進や高度な情報シ ス テ ム の導入などが行われ
て い るはか, 全国的な販売ル ー ト の確立など,
販売面 で の努力も見逃せ ない ｡ さらに, こ の
間の 最 も大 きな話題 で もあ っ た の は昭和39
(1963) 年に全国総合開発計画 ( 第一 次) に
おい て富山 ･ 高岡地区が正式に新産業都市に
指定された ことで ある ｡ こ れは工業の 地方分
散に よ っ て先進工業地帯と後進地域との格差
是正 を図 ろうとした国の地域開発計画 で あ っ
た ｡ 富山県が この ようなナ シ ョ ナ ル ･ プ ロ ジ ェ
ク トに対応 した の は, 昭和30年代に入 っ て ′
わが国が経済の 高度成長時代をむか え て急速
な成長の道 を歩み始め たの に対して , 富山県
で は必ず しも同様の動きとはならず, 例えi£
鉱工業生産指数で みると, 全国を100とした
場合, 富山県の それ は, 昭和31年か ら36年に
か けて, 98, 97, 90, 95, 88, 82としだい に
下降 し続け, その原因と して化学工業を除い
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て鉄鋼, 紙 ･ パ ル プな どの主力産業が全体に
低い伸びであ っ たことと, この時代のリ ー デ ィ
ン グ ･ イ ン ダス トリ ー であ っ た電気機械や輸
送用機械, 石油化学工業な どの集積がはとん
どみ られなか っ た ことなど, 産業構造面で立
ち後れて い た ことが大きな理由であ っ た ｡ そ
して, こ の ような傾向は昭和40年代中期まで
継続した ｡13) その ため, 新産業都市の指定 を
受け, 重化学コ ン ビナ ー トを構築して 産業の
振興 を図っ て いく ことは富山県の悲願で もあ っ
た ｡
昭和40年代に入 ると, 本格的に富山 ｡ 高岡
新産業都市の 計画推進が図られた ｡ それは富
山新港およびその周辺地区での 重化学コ ン ビ
ナ ー ト の 建設 を中心 と した も の で あ っ た ｡
( 富山･ 高岡新産業都市の 詳細に つ い て は こ
の 後の ｢3 . 1地域開発計画と高岡地域｣ を
参照) 当初に構想 された石油や鉄鋼の コ ン ビ
ナ ー ト は進出企業がなく, 結局, 昭和43年か
ら住友化学工業株式会社 (覗 , 住友ア ル ミ ニ
ウ ム 精練株式会社) を核とした ア ル ミ コ ン ビ
ナ ー ト の 建設が進め られた ｡
14) そ の結果, 昭
和30年代に は全国平均を下回る伸びであ っ た
富山県の 工業が40年代に 入 っ て全国平均を上
回る伸びを示すように な っ た ｡ しか し, 昭和
48年に は第 一 次石油シ ョ ッ クが勃発し, 県内
企業は非常に困難な状態を迎え た ｡ 特に 石油
価格の 上昇は, 富山 ･ 高岡新産業都市に お い
て は中核的存在の住友化学工業株式会社に と っ
て電力コ ス トの上昇をもたらす こととなり,
その ため後に同地区からの撤退 へ と つ なが る
こととな っ た ｡ 石油シ ョ ッ ク は ア ル ミ精練ば
かりで なく, それま で富山県の 工業の 牽引役
であ っ た化学, 鉄鋼, 紙 ･ パ ル プ などの業種
を苦境に 追い や る ことともな っ た ｡ しか も,
こ の石油シ ョ ッ クを契機として, それまで の
富山県で は ｢安い電力｣ , ｢豊富な水｣, ｢良
質で勤勉な労働力｣ とい っ た点が企業誘致の
際の大きな立地因子として働い て い たの であ
るが , 石油価格の急激な上昇 に より電力価格
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も上昇した ため, 電力は必ずしも有効な立地
要因たり得なくなるなど立地要因が変化し,
そ の後の 県の調査に よると, ｢ 地元の 熱意と
協力｣, ｢労働力の確保｣, ｢安い地価｣ などが
主要県外企業に よ っ て指摘されて い る｡15) と
ころで 昭和41(1966) 年に は第 一 次高岡市総
合計画が策定され, その 後5年ごとに作られ,
現在は第六次とな っ て い る ｡ これ は, 国や県
の開発計画, 新産業都市建設基本計画を上位
計画として それぞれの 関連を考慮 しなが ら策
定作業が進め られる もの で , 市として の 産業
政策等がうたわれて い る ｡
昭和50年代で は後半 に な っ て景気が 回復す
るとともに , 富山県の 置県100年 で ある昭和
58(1983) 年度を初年度とする ｢富山県民総
合計画｣に おいて技術立県や先端技術の育成 ･
導入な どが提唱された ｡ これは, 通産省が推
進 して い た ｢高度技術集積都市 (テ ク ノ ポリ
ス)｣ 構想 と同様に技術志向を前面に 押し出
したもの で あ っ た｡ それは石油シ ョ ッ クを大
きな契機とした産業構造 の変化に対応した動
きで あ っ た ｡ テク ノ ポリス 構想 で は富山 ･ 高
岡両市を母都市として 2市4町か らなる地域
を富山テ クノ ポリ ス 園域として昭和57(1982)
年に 開発構想策定地域の指定を受け, メ カ ト
ロ ニ ク ス . バ イ オ テク ノ ロ ジ ー , 新素材を3
本柱と した先端技術へ の取り組み に力を入れ
る内容であ っ た ｡
昭和60年以降 で は円高問題に よ っ て国際化
へ の関心が高ま っ た ことに加え て , 情報化が
一 段と進展 して い る ｡ 高岡市におい て も海外
に工場を建設する企業がみ られる はか , 産業
用 ロ ボ ッ トやN C 工作機械とコ ン ピ ュ ー タと
を組み合わせ た高度な生産 シス テ ム を導入す
る企業が あらわれるな ど, 技術力を高め る方
向に 関心が集ま っ て い る ｡
こ の ように高岡市を中心 とした地域経済の
流れに つ い て概観して きたが , そ の中の 特徴
として , 大正時代に 伏木港周辺 で重化学工業
中心 に臨海工業地帯が形成され る過程 でみ ら
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れた ように, 基本的に は他地域から力の ある
企業を誘致する こ とに よ っ て地域の発展を進
めて い こうとす る考え方が非常に強い ことが
わかる｡ これは新産業都市やテク ノ ポリス の
建設に 際して も有効な考え方とみなされて い
た ｡ しかし, 一 方で は新産業都市の中核的存
在で ある住友ア ル ミ ニ ウ ム 精練株式会社の撤
退の ように , そ の よ うな考え方で は十分に展
開しない ことも学ん で い る ｡ さ らに , 昭和50
年代の 後半に おい て ｢内発型発展｣ に つ い て
も関心が示され, こ の ことに つ い て の調査 ･
研究も実施された｡16) しか し, こ の テ ー マ に
つ い て は, 過去 一 度だけ実施されたもの で あ
り, 地域振興の ベ ー ス となる考え方に は至 っ
て い ない とい う限界があ っ た ｡ しかし, 高岡
地域におい て は1930年に芽生 えた ア ル ミ ニ ウ
ム 産業は, 昭和40年代を経て 急速に発展 し,
現在で は非常に大きなウ エ イ トを占め るよう
にな っ て い る｡ また, まだ不十分ではあるが,
次の 表2 にあるように , 地域の代表的な企業
の層が厚くなり つ つ ある こ とは見逃せ ない ｡
表2 高岡市内の 代表的製造業
企 業 名 住 所 従業員 製 造 品 目
プ リ マ - ム 北 陸 支 店_ 高岡市北島323 3,234 畜産食料品製造
北陸コ カ . コ ー ラ ボ トリ ン グ 高岡市内島3550 807 清涼飲料製造
鐘 紡 株 式 会 社 高岡市鐘紡町3-1 440 紳士服製造 ､ 医療用漢方製造
助 野 ニ ッ ト ㈱
一
高岡市上伏間江123 190 ニ ッ ト製造
富 山 県 染 工 ㈱ 高岡市内免2丁目3-15 128 染色整理
日 東 製 網 ㈱ 高 岡 工 場 高岡市内免2丁目4-1 391 鋼 . 鋼製造
丸 八 繊 維 工 業 ㈱■ 高岡市戸出町2-9-8 126 外衣製造
助 野 靴 下 ㈱ 高岡市上伏間江1 346 靴下及び ニ ッ ト製品製造
ミ ヤ マ 住 宅 機 器 産 業 ㈱ 高岡市長慶寺786 116 シ ス テ ム キ ッ チ ン ､ 出窓部材製造
日 本 製 紙 ㈱ 伏 木 工 場 高岡市伏木1丁目ト1 375 洋紙及び パ ル プ製造
㈱ チ ュ ー エ ツ 木 津 工 場 高岡市木津474 628 製紙
中 越 パ ル プ 工 業 ㈱ 高岡市米島282､ 二 塚3288 1,500 紙製造
チ ュ ー エ ツ サ ー ビ ス ㈱ 高岡市赤江町2-8-6 180 加工 (ラ ミ ネ - ト) 紙製造
シ ョ ウ ワ ノ ー ト ㈱ 高岡市佐野850 200 紙製品 ､ 学習用品等製造
北 陸 紙 工 ㈱ 高岡市米島282 150 その他 の 紙加工品製造
㈱ 読 売 新 聞 社 北 陸 支 社 高岡市下関町4-5 184･新聞業
昭 和 炭酸 ㈱ 高 岡 営 業 所 高岡市六塚964 220 無機化学工業製品製造
日 本 曹 達 ㈱ 高 岡 工 場 高岡市向野本町300 2,150 無機化学工業製品製造
日 本 ゼ オ ン ㈱ 高 岡 工 場 高岡市荻布630 271 塩化ビ ニ ル樹脂､ 合成ゴ ム製造
藤沢薬品 工業㈱ 高岡 工 場 高岡市戸出栄町30 349 医薬品製造
富 士 薬 品 工 業 ㈱ 高岡市長慶寺530 397 医薬品原薬製造
㈱ タ カ ギ セ イ コ - 高岡市二塚322-3 1,000 工業用プ ラ ス チ ッ ク部品製造
高 岡 精 工 ㈱ 高岡市野村1678 163 発砲 . 強化プラ ス チ ッ ク製品
郡是高分子工業㈱高岡出張所 高岡市答野島288 101 プ ラ ス チ ッ ク成形材料製造
大 木 樹 脂 工 業 ㈱ 高岡市長慶寺968 105 工業用プ ラ ス チ ッ ク部品製造
ミ チ キ 化 成 工 業 ㈱ 高岡市美幸町2丁目1-1 114 プラ ス チ ッ ク製品製造 .
日 石 硝 子 工 業 ㈱ 高岡市戸出栄町7 117 ガラ ス . 同賓品製造
日本重化学工業㈱高岡工業所 高岡市吉久1丁目1-1 254 合金鉄 (フ ェ ロ ア ロ イ) 製造
シ ⊥ ケ - 金 属 ㈱ 高岡市守護町2丁目12-1 115 ネジ込式鉄管継 ぎ手製造
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企 業 名 住 所 従業員 製 造 品 目
帝 国 金 属 ㈱ 高岡市木町5-5 100 管継ぎ手製造 ( 可鍛鋳鉄製)
サ ン エ ツ 金 属 ㈱ 高岡市吉久1丁目4-1 195 黄銅の棒､ 線､ 管製造
立 山 合 金 工 業 ㈱ 高岡市柴野内島986 480 ア ル ミ ビ レ ッ ト鋳造､ サ ッ シ形材製造
ワ シ ア ル ミ ㈱ 高岡市長慶寺575 200 自動重用ア ルミ ホイ ー ル等製造
㈱ ナ ガ エ 高岡市荒屋敷278 EEE]ダイカス ト､ ロ ス ト ワ ッ ク ス精密鋳造
㈱ 輝 高岡市内島3530 120 ア ル ミ サ ッ シ製造
三 協 ア ル ミ ニ ウ ム 工 業㈱ 高岡市早川70 6,052 ビ ル用 . 住宅用建材等製造
㈱ 三 和 製 作 所 高岡市荒屋敷147 195 ビ ル用建材 . 住宅用建材製造
正 徳 プ レ ス 工 業 ㈱ 高岡市波岡1103 250 ビ ル用ス チ ー ル建材品製造
新 日 軽 ㈱ 北 陸 製 造 所 高岡市本郷町2丁目5-8 1,050 ア ル ミ建材製品製造
立 山 ア ル ミ ニ ウ ム 工 業㈱ 高岡市早川550 3,438 ビ ル用 . 住宅用建材等製造
㈱ 広 上 製 作 所 高岡市長慶寺920 200 各種建材及び関連部品製造
㈱ 広 瀬 ア ル ミ 高岡市醍醐790 240 住宅用ア ル ミサ ッ シ製造
北 日 ア ル ミ 建 材 工 業 ㈱ 高岡市石瀬694 102 建設用 . 建築用金属製品製造
北 陸 ア ル ミ ニ ウ ム ㈱ 高岡市笹川2265 285 ア ル ミ キ ャ ス ト製厚手調理器等製造
宮 越 工 芸 ㈱ 高岡市長慶寺995 267 各種金属製品の着色 ､ 塗装等
ヤ マ ダ ア ル ミ 建 材 ㈱ 高岡市辻275 185 建設用 . 建築用金属製品製造
ホ ク セ イ 日 軽 ㈱ 高岡市金屋本町1-5 298 ア ル ミ家庭 日用品 ､ 器具等製造
立 山 電 化 工 業 ㈱ 高岡市赤祖父546 110 電子部品の 金属表面処理
佐 賀 工 業 ㈱ 高岡市荻布209 200 ト ン ネ ル用鋼製型枠の設計 . 製造
キ タ ム ラ 機 械 ㈱ 高岡市戸出町1870 200 工作機械製造
ー ツ ク ㈱ 高岡市野村第五1379-5 130 電子機器用 . 通信機器用部品
(資料) 高岡商工会議所 ｢高岡商工名鑑
'
92｣ より､ 高岡市に立地する従業員100名以上の 製造業を抜き出
して作成｡
2 高岡市製造業の特色
次に , これま でみて きた事項を踏まえて 高
岡地域の製造業の特色に つ い て み てみ る ｡ こ
こ であえて製造業を考察の対象として い るの
は, 第 一 点目として はt 一 般的に製造業は原
材料に対して加工 をはどこ し, そ こ に付加価
値を生 み出して い る ことで ある ｡ しか し, こ
の付加価値の生産とい う ことだけなら, 基本
的に他の業種で も行われて い る ｡ そ こ で, 第
二点目として さ らに重要 で あると考えるの は,
製品ある い は部品を生産 して い く過程で多数
の協力企業 (下請企業) を含ん で い るた め.
そ の波及効果が大きい ことで ある｡ そ して ,
そ の生産 に関わる様々 なノ ウ ハ ウや情報がそ
の 地域の 貴重な目に 見えない 財産として蓄積
されて い けばい くはど, その地域の製造業の
力が強くな っ て い くもの と考え られ る｡ この
ような理由か ら, こ こ で は高岡地域の 製造業
の特色に つ い て述 べ る ｡
2. 1 全休的推移
まず昭和35(1960) 年から平成2 (1990)
年に かけて の富山県内の製造業の動向を10年
単位で大まかに み ておく ｡ こ こで は工業統計
の デ ー タ に基づ い て , 事業所数, 従業者数,
出荷額 に つ い て みる ｡ 次の 表3 はこ の間の推
移を県内9市と県全休に つ い て示 したもの で
ある ｡
これに よ ると, こ の30年間に お い て , 富山
県の 工業は事業所数で3,890から7,026へ と1.8
1倍に , 従業者数は101,656人か ら157,378人 へ
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と1.55倍に, そ して出荷額は1,774億6,400万
円か ら3兆7,705億5,800万円 へ と21.25倍に成
長した こ とがわか る｡ これに対して, 高岡市
は事業所数は1,017から1,715へ と1.69倍の 増
加, 従業者数で は21,997人か ら27,768人 へ と
1.26倍の 増加, 出荷額で は456億4,100万円か
ら8,448億6,000万円 へ と18.5倍の 増加とな っ
て い る｡ そ の結果, 富山県製造業における高
岡市の占め るウ エ イ トとして は, 事業所数で
は昭和45(1970) 年の29.6% を ピ ー ク と し て
a
. 事 業 所 数
《実 数》
5.2 ポイ ン ト低下 して い る もの の常 に 県内第
一 位にある｡ 従業者数は昭手D45(1970)年の ピ ー
ク に対して4.4 ポイン ト程度低下した もの の ,
富山市に次い で第2位とな っ て い る ｡ 最後に
出荷額に つ い て は, 昭和35(1960) 年以 降低
下し続けて おり, 昭和55年以外は富山市より
もや や低くな っ て い る｡ しかし, 人口の 相違
を考慮す るならば, 高岡市は工業都市として
かなり健闘して い るとい え る｡
表3 富山県の製造業の 推移 (市別)
《構成比》
昭和35年 昭和45年 昭和55年 車成2年 昭和35年 ･昭和45年 昭和55年 平成2年
富 山 市 796 1,224 1,201 1,309 20.5% 21.8% 18.4% 18.6%
高 岡 市 1,017 1,666 1,895 1,715 26.1% 29.6% 29.1% 24.4%
新 湊 市 169 262 248 273 4.3% 4.7% 3.8% 3.9%
魚 津 市 228 211 272- 318 5.9% 3.8% 4.2% 4.5%
氷 見 市 193 265 309 377 5.0% 4.7% 4.7% 5.4%
滑 川 市 140 164 168 201 3.6% 2.9% 2.6% 2.9%
黒 部 市 129 198 188 236 3.3%. 3.5% 2.9% 3.4%
砺 波 市 105 148 1 93 286 2.7% 2.6% 3.0% 4.1%
小 矢 部 市 163 257 311 326 4.2% 4,6% 4.8% 4.6%
富 山 県 3,890 5,622 6,513 7,026 100. % 1 00. % 100. % 100. %
b . 従 業 員 数
《実 数》 《構成比》
昭和35年 昭和45年 昭和55年 平成 2年 昭和35年 昭和45年 昭和55年 平成2年
富 山 市 28,606 40,544 32,829 34,298 28.1% ■ 26.8% 22.8% 21.8%
高 岡 市 21,997 33,324 31,015 27,768 21.6% 22.0% 21.6% 17.6%
新 湊 市 3,806 6,453 7,003 8,474 3.7% 4.3% 4.9% 5.4%
魚 津 市 6,334 6,336 5,217 7,403 6.2% 4.2% 3.6 % 4_7%
氷 見 市 1,490 3,513 4,324 6,336 1.5% 2.3% 3.0% 4.0%
滑 川 市 2,351 4,148 3,972 5,828 2.3% 2.7% 2.8% 3.7%
黒 部 市 4,414 9,835 10,805 10,761 4.3% 6.5% 7.5% 6.8%
砺 波 市 2,617 3,887 3,523 4,655 2.6% 2.6% 2.4% 3.0%
小 矢 部 市■ 2,014 5,813 6,048 ･5,679 2.0% 3.8% 4.2% 3.6%
富 山 県 101,656 151,287 143,805 157,3 8 100. % 100. % ■100. % 100_ %
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c
. 出 荷 額 (製造 品出 荷 額 等 : 百 万 円)
《実 数》 《構成比》
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昭和35年 昭和45年 昭和55年 平成2年 昭和35年 昭和45年 昭和55年 平成2年
富 山 市 54,015 221,153 626,634 832,544 30.4% 29.5% 24.1% 22.1%
高 岡 市 45,641 189,156 612,793 844,860 25.7% 25.2% 23.6% 22.4%
新 湊 市 8,831 42,234 233,985 313,379 5.0% 5.6% 9.0% 8.3%
魚 津 市 7,997 24,189 51,671 144,3 4 4.5% 3.2% 2.0% 3.8%
氷 見 市 998 8,156 40,338 82,652 0.6% 1.1% 1.6% 2.2%
滑 川 市 4,314 20,250 53,145 130,214 2.4% 2.7% 2.0% 3.5%
黒 部 市 8,883 60,651 271,846 233, 93 5.0% 8.1% 10.5% 6.2%
砺 波 市 2,745 ll,585 4,234 87,894 l.5% 1.5% 0.2% 2.3%
小 矢 部 市 1,909 23,921 12,056 97,604 1.1% 3.2% 0.5% 2.6%
富 山 県 177,464 749,244 2,598,568 3,.770,558 100. % 100. % 100. % 100. %
(資料) 工業統計表
表4 高岡市製造業の業種構成
(_tP.位 : % )
業 種 事業所 従業者 出荷額構 成 構 成 構 成
食 料 品 6.1 5.3 2.4
飲 料 . 飼 料 0.3 0.1 0
繊 維 工 業 5.6 7.9 3.3
衣 服 3.1 2.7 0.7
木 材 . 木 製 品 6.2 3.1 2.4
家 具 . 装 備 品 7.4 2.4 1.0
パ ル プ . 紘 3.1 7.0 ll.3
出 版 . 印 刷 4.5 2.6 1.1
化 学 - 工 業 0.8 8.3 22.3
石 油 . 石 炭 0.1 0 0
プ ラ ス チ ッ ク 製 品 2.4 2.9 1.8
ゴ ム 製 品 0.1 ー0 0
な め し 革 0.1 0 0
窯 業 . 土 石 2.0 1.8 1.5
鉄 網 2.1 3.8 4.5
非 鉄 金 属 10.8 10.1 8.9
金 属 製 品 25.4 29.0 31.7
一 般 機 械 9.8 6.9 3.9
電 気 機 械 1.5 1.5 0.8
輸 送 機 械 0.9 1.0 1.4
精 密 機 械 0.2 0.3 0.1
そ の 他 7.4 3.1 0.9
合 計 100 100 100
( 貿料)工業統計表
2. 2 業種構成
さ らに高岡市の製造業の現状に つ い て , 工
業統計 に そ っ て , もう少し詳細に眺めてみ る｡
平成2年に おける高岡市製造業の事業所数は
1
,
715で , そ の うち金属製品が435(25.4%)
と最 も多く, 次い で非鉄金属185(10.8%),
一 般機械168(9.8%) と続い て い る ｡ また ,
従業者数で は, ト ー タ ル27,768人の うち金属
製品が8,044人(29.0%)と最 も多く, 以下 ,
非鉄金属2,8】_1人(10.1%), 化学工業2,299人
(8.3%), 同 じく出荷額 で は全 体 で8,448億
5,977万円の うち31.7%に あた る2,679億8,238
万円が金属製品であり, 次い で化学工業1,883
億2,134万円(二22.3%), パ ル プ ･ 紙955億2,954
* * * 関連する業種の 内容 * * *
本稿の 内容と関連の深 い業種の製造 ･ 加工
する内容は次の とおりである ｡
業 種
パ ル プ . 紘 肖;
化 学 工 業
圧
医
鉄 網 錨妄
非 鉄 金 属 柿
金 属 製 品
プ
鍾
ア
製 造 品 ･ 加 工 品 名
紙､ 塗工 紙, 段 ボ ー ル ､ 紙器等
析ガ ス ､ 液化 ガ ス ､ 合成樹脂製品
薬品製剤等
工品､ 銑鉄鋳物等
製品､ ア ル ミ ニ ウ ム ､ 合金鋳物等
リ キか ん ､ 機械刃物､ 錠か ぎ
薬用金物､ 金具､ 建築用金属製品
ル ミ ニ ウ ム 製台所､ 食卓用品等
( 資料)｢高岡市 の 工 業｣ ( 高岡市)
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万円 (ll.3%) とい う順にな っ て い る｡ すな
わち, 出荷額におい て金属製品, 化学工業,
パ ル プ ･ 紙の順で上位3業種が並び, これら
で高岡市製造業全体の約3分の 2を占め る結
果とな っ て い る｡ また , 従業者数と合わせ て
考えると, 化学工業で は非常に自動化が進ん
で い るため に, 生産工程の 中に要する従業者
の 数が少なくな っ て い るの に対して , 繊維工
業で は生産工程の 中に要す る従業者の数が多
い ことを示 して い る｡ いずれの指標で もア ル
ミ ニ ウ ム 産業を中心 とする金属製品の ウ エ イ
トが極めて高い ことが高岡市の製造業の 大き
な特徴で ある｡
2. 3 特化度
さらに この ことを全国と比較してみ るため,
特化度を示 したの が図1 で ある｡ これは , 辛
成2年の 工業統計の デ ー タか ら, 業種別の 全
国平均と高岡市の それとに つ い て比較したも
の である ｡ (* 金属製品の 出荷額を例に とる
と, 特化度 - 高岡市の金属製品の出荷額/高
岡市の 製造業全体の 出荷額÷ 全国の 金属製品
の出荷額/全国の製造業の 出荷額) 非鉄金属
が極端に 突出しており, 事業所数で10.8, 従
業者数で6.7, 出荷額で5.6 とな っ て い る ｡ 特
に出荷額に関して詳細に み ると, パ ル プ ･ 紙
の4.2, 非鉄金属の3.7, 化学工業の3.1 などが
図1 高岡市製造業の特化度
一 事 業所敷特化度 ･ ･ ･-･ ･従業者数特化度 ･ ･ ･ ･ . ･出荷額特化度
(資料)工業統計表
高い の に対して , 0が並ん で い るもの が 4業
種もあるはか電気機械 (0.5), 精密機械 (0.
6), 輸送機械 (0.1) と い っ た機械産業系 で
弱い業種が目に付く｡ 高岡の 工業構造は極端
に 金属製品や非鉄金属, 化学工業, パ ル プ ･
紙の ウ エ イ トが高くな っ て い る反面, 萌在の
産業構造の上 で重要な位置を占め て い る機械
系が弱い ことが指摘で きる ｡ この ように高岡
市の 製造業 は特定の業種に特化した個性的な
特徴を有してい る ｡ 今後はもう少し業種の幅
を拡大し, 層を厚くして い く ことが必要なよ
うに思われる ｡
2. 4 地域集中性
次に , 統計デ ー タか ら離れて , 筆者が高岡
市の 企業の 特色と して 気づい た興味深い点で
あるが , それは高岡市の企業は富山県内に工
場を建設 したり, 協力工場グル ー プ を設ける
場合, それは基本的に は高岡市を中心とする
県西部に 限られる場合が多いという点である｡
高岡市の代表的な企業を例に すると, 山協ア
ル ミ ニ ウ ム 工業株式会社の場合に は, 工場は
表5の ような所に所在して い る｡ ま た, 同社
の主力協力企業群は表6の ようにな っ て い る｡
これをみると, 1社だけ富山市の企業が挙が っ
て い るが, こ の 企業の 工場は新湊市に あるの
で あり, 工場同様県西部に集中立地して い る｡
こ の ような特色の背景に つ い て は, 例えば,
近隣に工場や協力企業が存在して い る方が時
間や コ ス トの点などで生産上 の メ リ ッ トがあ
る ことが考え られる ｡ しか し, 現在の交通体
系の もと で は, 仮に県東部に こ れらが存在
●
し
て い て もこれらの メ リ ッ トが消失す るとは考
え がた い ｡ むしろ, 同社の ように全国の市場
を対象と して い る企業で は, より消費地 に近
い 場所 に 工場が あ っ た方が望ま しい と思われ
る｡ こう した生産面や経済面で の理由よりも,
富山市との ライ バ ル 意識や自分の 住む地域に
対する愛着とい っ た地域意識が強い ようで あ
る｡
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表5 三協ア ル ミ ニ ウ ム 工業株式会社の 工場所在地
工 場 名 ■所 在 地 設 立 時 期
佐加野 工 場 高岡市佐加
.
野 昭 和40年10月 ピノレ
福 光 工 場 福 光 町 昭 和44年 8 月 住宅
福 野 工 場 福 野 町 昭 和49年 4 月 住宅
氷 見 工 場 氷 見 市 昭和53年10月 住宅
新 湊 工 場 新 湊 市 昭和62年 5 月 住宅
九 州 工 場 八 女 市 平 成 5 年10月 ビ ル
主 要 製 品
用 サ ッ シ
用 サ ッ シ
用サ ッ シ ､ ビ ル用 サ ッ シ
用サ ッ シ
用サ ッ シ ､ ビ ル用サ ッ シ
用ア ル ミ サ ッ シ
表6 三協ア ル ミ ニ ウ ム 工業株式会社 の協力工場所在地
事 業 所 名 所 在 地
浦 島 建 材 株 式 会 社 大島町北高木6-1
大 木 樹 脂 工 業 株 式 会 社 高岡市長慶寺968
共 立 金 属 工 業 株 式 会 社 福岡町赤丸328-2
協 同 ア ル ミ 株 式 会 社 高岡市戸出春日788
五 栄 化 学 工 業 株 式 会 社 高岡市長江418-5
株 式 会 社 三 栄 福岡町赤丸710
株 式 会 社 三 輝 高岡市内島3530
株式 会 社 三 協 建 材 セ ン タ ー 福野町三清115
三 橋 工 業 株 式 会 社■ 新湊市呉の江13-8
三 洋 ア ル ミ 株 式 会 社 小杉町戸破針原69-16
有 限 会 社 三 立 工 業 所 高岡市六家778
株 式 会 社 三 和 製 作 所 高岡市荒屋敷147
城 端 工 業 株 式 会 社 城端町905
株 式 会 社 双 共 高岡市長江29-2
株 式 会 社 タ ケ シ タ 高岡市中保483
大 征 工 業 株 式 会 社 高岡市戸出春 日3936
株 式 会 社 高 岡 ケ ー ジ 工 業 高岡市内島47
高 田 ア ル ミ 工 業 株 式 会 社 福岡町三日市289
立 山 金 属 大島町八塚101
株 式 会 社 ト ナ ミ 産 業 砺波市太郎丸214
株 式 会 社 ナ ガ エ 高岡市荒屋敷278
株 式 会 社 ナ ン ゴ ー 大門町広上1178
株 式 会 社 広 上 製 作 所 高岡市長慶寺920
株 式 会 社 広 瀬 ア ル ミ 高岡市醍醐790
株 式 会 社 冨 士 工 芸 社 小矢部市水牧395
北 日 ア ル ミ 建 材工 業株式 会社 高岡市石瀬694
株 式 会 社 丸 協 高岡市佐加野434
株 式 会 社 丸 正 氷見市神代1046
ミ ヤ マ 住 宅 機 器 産 業 株 式 会社 高岡市長慶寺786
有 限 会 社 瑞 穂 製 作 所 高岡市六家3
宮 越 工 芸 株 式 会 社 高岡市長慶寺995
株 式 会 社 メ - カ ー 福野町下吉江96
ヤ マ ダ ア ル ミ 建 材 株 式 会 社 高岡市辻275
山 下 ス テ ン 工 業 株 式 会 社 富
山市上八日町122-1
(工場は新湊市)
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事 業 内 容
ア ル ミ建材加工
樹脂加工
ア ル ミ サ ッ シ製造
ア ル ミ建材加工
樹脂加工
特殊ア ル ミサ ッ シ製造
ア ル ミ建材製造
( 不明)
金属製品製造
ア ル ミ サ ッ シ加工
プラ ス チ ッ ク加工
ア ル ミ サ ッ シ加工
ア ル ミ サ ッ シ加工
ア ル ミ サ ッ シ加工
ア ル ミ サ ッ シ加工
ス テ ン レ ス タ ッ ピ ン ネ ジ
網棚お よびカ ゴ製造
ア ル ミ サ ッ シ製造
ア ル ミ サ ッ シ加工
ア ル ミ サ ッ シ加工
計器､ 部品製造
ア ル ミサ ッ シ加工
ア ル ミ サ ッ シ加工
ア ル ミ サ ッ シ製造
ア ル ミ サ ッ シ加工
ア ル ミ製網戸製造
ア ル ミサ ッ シ加工
(不明)
流し台製造
ア ル ミ建材組立
ア ル ミ建材加工
木材加工
ア ル ミ サ ッ シ製造
40 田中 時人
3 高岡地域と発展形態
3. 1 地域開発計画と高岡地域
高岡の地域経済の 発展過程におい て, 大き
な影響を及ぼ した事柄として国が実施する地
域開発計画との 関係がある ｡ 第1が全国総合
開発計画に おける富山 ･ 高岡新産業都市で あ
り , 第2がテ クノ ポリス 構想に おける富山テ
クノ ポリス で ある｡
わが国経済が高度成長期へ 移行しつ つ ある
時期に当た る昭和35(1960) 年に池田内閣に
よ っ て所得倍増計画が発表されたが , こ の時
期に は農村と都市との 間に種々 の 格差が顕在
化し都市部で の過密問題と農山村部で の 過疎
問題が大きな社会問題とな っ て い た ｡ そ の た
め地域間の均衡ある発展を基本目標として拠
点開発棟想をも っ て国 レ ベ ル で の総合的な開
発を進 めようとして , 全国総合開発計画が発
表された ｡ しかし, その結果として は拠点開
発構想の柱である臨海型重化学コ ン ビナ ー ト の
建設を行い , そ こ へ 工場誘致に成功した自治
体は水島, 大分, な ど少数の 新産業都市で ,
そ の他の と ころで は工場誘致に失敗し工 場用
地の 整備に費やした巨額の負債が残り , 地方
財政が危機的状況 に瀕した ｡ ま た , 工場誘致
に成功した地域に おい て も公害問題 の発生な
どで深刻な地域問題が発生 した こ とはい うま
で もない ｡ これらの 行き着くとこ ろ は, 当初
の目標で あ っ た過密 ･ 過疎問題の 解決とは反
対に過密 ･ 過疎をより助長させることとなり,
地域間の均衡ある発展に は至らなか っ たとい
える ｡17)
こ の ようななか , 富山 ･ 高岡新産業都市構
想で は, ｢(1)富山新港の 建設 , (2)石油鉄鋼 コ
ン ビナ ー ト の導入, (3)射水地区乾田化, (4)和
田川総合開発, (5汰開山 ニ ュ ー タウ ン の建設,
(6)都市計画 ( 富山･ 高岡両市), (7)観光地 の
造成, (8)交通網の整備強化｣18) からなる事業
計画が立て られ た ｡ こ の計画で 中心とな っ て
い たの は, す で に述 べ たように富山新港をっ
くり, そ の周辺 に416.3 ヘ ク タ ー ル の 臨海工
業地帯を造成して, そ こ に石油化学や鉄鋼を
中心 とする重化学工業地帯を建設す る ことで
あ っ た ｡ 当初, 工業開発 の柱として石油化学
と鉄鋼を中心と した当時の わが国の 中心的産
業であ っ た重化学工業におき, 県で は1980年
ま で に 臨海工業地帯における新規の 工場立地
を34と想定し, その うち25までを塩 ビ, 合繊,
合金鉄などの重化学で占め る ことを計画して
い た ｡ そ して , これらの新規に立地す る工場
は大半を県外資本に期待して い た ｡ しか し,
化学工場の新設 は無く, 鉄鋼もわずか に 1社
の み に とどま っ た ｡ その ため, 当時, 高岡市
に集積しつ つ あ っ たア ル ミ ニ ウ ム 加工業に着
目して , 住友化学工業株式会社を誘致しア ル
ミ ニ ウ ム 産業との連結を図 っ たの である ｡ こ
の進出企業に よりア ル ミ地金 を生産 し, 地場
の 企業で押し出し ･ 加工 を行う ｢北陸の ア ル
ミ産地化｣ を目指した ｡ また, 他に も木材関
連企業などが この 地帯に 集積し, 現在は96社
が立地 して い る ｡19) しか し, 産業構造 の 変化
や国際的な環境の変化に よ っ て , それらの外
来型 の誘致工場は当初に み られたような順調
な発展 を続けて い るとこ ろは少なく, 例えば,
富山 ･ 高岡地区新産業都市の 中核企業として
位置付けられ, 同工業地帯の 1割近くを専有
して い たわが国最大の ア ル ミ精練メ ー カ ー 住
友ア ル ミ ニ ウ ム 精練株式会社富山製造所は ,
昭和63(1988) 年に閉鎖されて い る ｡冴)
全国総合開発計画の新産業都市の地域指定
を受けた富山 ･ 高岡新産業都市における計画
に つ い ての県の考えに対して全く批判が無か っ
たわけで はなく, 当時の県議会の 議事録 をみ
ると, こうした外来型 の開発方針に疑問を呈
し, 地域 へ の波及効果が確実に期待で きる機
械工業の振興 を希望する意見がみられるほか,
例え ば地元の 経済団体で ある富山県経済同友
会からは ｢ 実現性に乏しい基幹産業の導入計
画 に とらわれず, 地域の特性に応 じた地道な
発展 を考え る べ きである｣ との 意見 も出され
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てい た｡ しかし, こ の ような声に はあま.り注
目が集まらないまま に計画が走り出した こと
もあ っ て か, 当初, 県が予測しなか っ た よう
な結果とな っ た ｡ 工業開発 の中心 に据え られ
て い た化学や鉄鋼関連の企業誘致が進まなか っ
た ことは, 計画の第 一 歩から富山新港臨海工
業地帯の基本路線とくい ちが っ た ことを意味
して おり, この ことに関連 して 臨海工業地帯
として開発された工業用地が売れ残る こ とに
もな っ た ｡ そして , 後に25%という大幅な譲
渡価格の割引きまで行 っ て い る ｡ こうした こ
とが県財政 に与え る影響は少なくない ｡
こ の ような結果はその後の反省事項ともな っ
て , 1980年代に入 っ て通産省が提唱 したテ ク
ノ ポリス 構想に 際して は, い く つ かの 点で 変
化が みられた ｡ まず, 富山テ ク ノ ポ リス の 特
徴を要約すると, ①既存の 工業集積が大きい
こ と, ②基盤整備が過去に おい て ある程度整
備 されて い る こ と, (卦高等教育機関が増加 し
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て い る こと,
21) など新産業都市時代とはかな
り条件整備が図られて い るなか で の テ クノ ポ
リス 建設 で あ っ た ｡ 富山テク ノ ポリ ス で は,
メ カ ト ロ ニ ク ス , バ イ オ, 新素材, 情報産業
の育成 ･ 振興を目標として事業が進められて
い くの で あ;.5が, 地域整備として は八尾中核
工業団地 の整備 ･ 活用がある ｡ こ の工業B]地
はすで に 昭和50年か ら予備調査が開始されて
い た もの で , 昭和55年に は造成工事が着工さ
れて い た ｡ 富山テ クノ ポリス で は この 八尾中
核工業団地の整備を進め るため, テ クノ ポリ
ス 計画の なかに 含めて い る ｡ 現在ま で に富士
通株式会社や国際電気株式会社などが進出し,
操業を開始して い る ｡ こ れらはか つ て 富山県
の 産業構造で は最も弱点とな っ て い た業種で
ある ｡ こ の意味で は歓迎すべ きものといえる｡
しか し, こ の ような手法は依然 として外来型
発展を志向するもの とい え る｡
表 7 地域開発計画の歩み
富山県 ･ 高 岡市 の 地域 開発 等 国 の 地 域 開 発 計 画 等
第 一 次富山県勢総合計画策定
古田知事 ｢野の 夢､ 山 の 夢､ 海の 夢｣ の 三 つ
の 夢構想発表
正力松太郎代議士 ｢ 百万都市建設構想｣ 発表
第二次富山県勢総合計画策定
富山高岡地区 (9市町村) の指定申請
申請地域を拡大し､ 23市町村で正式指定申請
富山 ･ 高岡地区､ 新産都市に指定
太閤山 ニ ュ ー タ ウ ン建設者工
富山 ･ 高岡所産都市建設第 一 次基本計画承認
第三次富山県勢総合計画策定
臨海工業用地 に自動車メ ー カ ー ､ 東洋工 業が
進出o (用地売却第 一 号)
イ タイイ タイ病訴訟提起
富山新港開港
臨海工業用地に住友化学の誘致決定
鈴木自動車工業､ ア イ シ ン精機 ､ 住友電工 ､
富山軽金属の 進出決定
国土総合開発法公布
所得倍増計画 ( 池田内閣)
新産業都市套巨設促進法公布
全国総合開発計画策定
閣議で全国13の新産地区内定
工業整備特別地域整備促進法公布
新全国総合開発計画策定
水俣病訴訟提起
42 田中 情人
住友化学操業開始
第四次富山県勢総合計画策定
臨海工業用地 に木材関連企業が相次いで進出
成田栄子ちゃ ん (当時草島小4年) 草島ぜ ん
そくで死亡
国の第五次公害防止計画策定地域に富山 ･ 高
岡地域指定
第五次富山県勢総合計画策定
富山 ･ 高岡新庄都市建設第 2次基本計画策定
第六次富山県勢総合計画策定
富山 ･ 高岡新産都市建設第 3次基本計画策定
富山高岡地区テク ノ ポリ ス の 指定受ける
住友ア ルミ ( 旧､ 住友化学) 富山製造所 が年
産体制を6万 ト ン か ら3万ト ン に縮小
臨海工業用地を最高25%割り引く譲渡価格決
定制度制定
第七次富山県勢総合計画策定
拠点都市法におい て高岡地区が指定を受ける
新経済社会発展計画策定
公害紛争処理法な ど公害関連14法成立
農村地域工業導入促進法公布
環境庁発足
ドル シ ョ ッ ク
日本列島改造論(田中角栄)
オイ ル シ ョ ッ ク
国土庁発足
戦後初の マ イ ナ ス経済成長
第3次全国総合開発計画策定
特定不況産業安定臨時措置法公布
政府､ ア ル ミ精練平電炉 など6業種を特定
不況業種産業に指定
通産省､ テ ク ノ ポリ ス構想提唱
経済同友会な ど技術立国提唱
通産省､ テク ノ ポ リ ス の 建設予定地 と し て全
国で16地区選定
民間活動導入による都市再開発モ デ ル事業
前川 レ ポ ー ト発表
国土庁､ 第4次全国総合開発計画の 最終試案
まとめ ､ 閣議決定され る
拠点都市法
(資料) 北日本新聞社編集局編 ｢幻の繁栄
県史｣ 等に よ っ て追加 した ｡
3. 2 内発的発展と外来型発展
さて , 地域経済発展 の考え方として は, 外
来型発展と内発的発展とがある ｡ 外来型発展
とは, ｢公共事業や補助金を導入 して 産業活
動の 基盤を先行的 に整え , 企業を域外か ら誘
致｣22) する ことに よ っ て地域経済の 発展をな
し遂 げようとい う考え方で ある｡ すで にみた
全国総合開発計画に おける拠点開発方式がそ
の典型で あり, 従来, 多くの地域で は国内の
大手企業の 工場誘致に よ っ て地域振興を図 っ
てい こうとする手法が採用されて い た ｡ しか
し, こ の やり方で は誘致 した工場が順調な操
新産都市二 十年の 決算｣ の 資料編をもとに ｢富山
業水準を維持して い る問は雇用が確保され,
比較的問題が顕在化しない が, 産業構造の 変
化 へ 十分に対応できずに その 工場が操業度を
極端に 下げたり, 最悪の場合として 工場閉鎖
に 至 っ たりすれば, まず, 地域 で雇用問題が
発生す る こととな る｡ ま た, こ の ようない わ
ゆる分工場で は, 基本的な意思決定は全て本
社で行われ, 分工場その もの で意思決定可能
な問題が少なく, 変化に対する柔軟な対応が
困難 な場合が多い とい え る｡ また , 地域の な
か で も他の企業との仕事を通 じた協力関係が
あまりなく, 地域の なか で の産業連関が弱い
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とい う欠点がある ｡ さらに, そ こ で生み出し
た利益は本社に吸収されて しまい , 地域 へ の
財政的貢献も思 っ た はど高くない とい え る｡
これに対して , 内発的発展の場合に は, 也
域に根ざした企業が, 自分で意思決定をしな
が ら変化へ の 対応を続ける ことができ, また,
その 企業が生 み出した利益は税収等で そ の地
域に還元される ｡ その結果, 地域との密接な
関係が生まれる ことになる｡ ただ し, 外来型
の ように急激な発展を伴わない 場合が多く,
その ため発展の 仕方は着実で あまり目立たな
い もの となる場合が多い ｡23) しか し, 種々 の
地域間題 に つ い て考え ると, 従来の 外来型発
展 に ともなう弊害が地域に及 ぼすデ メ リ ッ ト
の 方がメ リ ッ トを上回 っ て い る場合が多く,
筆者として は今後の 地域発展に と っ て 内発型
の 持っ メ リ ッ トを評価 して い る ｡ すなわち,
量的な拡大よりも公害な どが発生 しな いとい
っ た質的な向上に 価値をおくもの で ある｡
さ て , 今回の高岡市の場合で は, 大正時代
以来, 外来型を中心に地域振興を図 っ て きた
が, 昭和30年代以降, 経済成長が鈍化したり,
あるい はその ため に新産業都市計画に よ っ て
重化学工業コ ン ビナ ー ト建設などを行 っ て き
た ｡ これらの根底に は, 常に 外来型志向がみ
られる ｡ しか し, その 結果, 必ずしも十分に
発展 した とはい い難く, むしろ, 外来型 で は
問題を残す ことが多か っ たとい える｡ しか し,
こう した地域発展が十分で はなか っ たなか で,
昭和初期に芽生 えた ア ル ミ ニ ウ ム 産業が徐々
に成長し, 昭和40年代中期以降, 高岡市で は
基幹産業として の位置を占め るに 至 っ た ｡ 今
や高岡市製造業の 中で最も大きな部分を占め
て い るア ル ミ ニ ウ ム 産業は, この 業種が他地
域か らの誘致企業 に よる外来型 - 外部依存型
に よ っ て発展した もの で はなく, あくまで も
高岡の地場産業か ら派生 したもの で ある こと
が, 重要な意味を持 っ て い る ｡ それは, まさ
に か つ て の 富山県が志向した外来型発展の 通
が十分な成果をあげえな い状況 で , 地域が自
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ずから蓄積した資源を活用 して成長した ア ル
ミ ニ ウ ム 産業を ベ ー ス とした内発的発展 へ と
変化した ことを示して い る｡ この こ とは他の
外来型発展を志向し, 十分な成果をみなか っ
た地域にと っ て , 貴重なモデ ルとなり得よう｡
む す び
高岡は大正時代まで は商業都市として の性
格を持 っ て い たが , 電力, 港湾, 労働力を立
地要因として 工場誘致につ とめた結果, 伏木
港に重化学工業が集積した臨海工業地帯が出
来上がり, 富山県の 工業も著しい 発展を遂げ
た ｡ この 時以来, 高岡市は工業都市として の
性格を強く持っ ようにな っ た ｡ そ して , こ の
ような企業誘致に よ る外来 (- 外部依存) 型
を指向した地域経済発展 の パ タ ー ン は戦後の
全国総合開発計画に おける新産業都市計画に
指定され た時に も継続された ｡ しか し, こ の
こ とは必ずしも当初計画 された ような形で の
発展に は つ な が らず, むし ろ問題を残 したと
い え る｡ 1980年代に入 っ て通産省に よ っ て提
唱されたテ ク ノ ポリ ス構想 に際して は, それ
ま で の経験が ある程度い かされた面が みえ る
ちの の , 考え方の 根底に は企業誘致による外
来型指向が流れて い た ｡ こ の ような経過の な
かで , 昭和初期に高岡で芽生 えた ア ル ミ ニ ウ
ム 産業が戦後しだい に拡大し, 現在で は高岡
市の基幹産業と な っ て い る｡ ア ル ミ ニ ウ ム 産
業は地場に根ざした産業であり, これま で の
企業誘致によ るもの とは明らか に異なる発展
過程を示した もの で ある｡
この ような流れを考えると, 高岡は当初,
外来型発展を指向したもの の やが てそれが挫
折した｡ こ の間, ア ル ミ ニ ウ ム 産業にみられ
るように新た な地場に 根付いた産業が成長し,
その結果, 現在で は内発的発展 の道を歩み始
めて い るもの と思われる ｡
付記 この 研究は平成5年度の財団法人, 富
山第 一 銀行奨学財団の研究助成に よ っ て
行 っ た もの で ある ｡
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An Analytic al Note on Regio nal Ec onom y of Taka oka
Ha r uto T A N A K A
(Re c eiv ed No v e mbe r1, 1993)
ABSTRAC T
T be pu rpo s e of the pr es e nt pape ris to re vie w the histo ric al cha nges, a nd analyz e the
n atu r e ofthe r eglO n al ec ono my of Taka oka.
Taka oka bega nits fo r m atio nfirst, a s ac om me r cial to w n a ro u nd the middle of the
s e v e n-tee ntb c e ntu ry, altho ughit gradu ally de v eloped its ziba indu stries s u ch a s c op per
w a r e a nd la cquer w a re･ Later, du ring the Taisbo e r a(191 ト1926), a n u mbe r of steel,
che mic al
, paper a nd pulp pla nts w e r e attr a cted to Taka oka
'
s Fu shikidistrict where
electric al po w er of lo w er c o st a nd go od ha rbo rfa cilitie s w e re a v ailable. This c a m eto
fo r m the Fu shikiCo a stal Indu strial Zo n e. Taka oka c a nbe s aid to ha v e e v olv ed a
ty pic ally ex ogeno u s
n
indu strialba s e･ T his c a nbe sho w n, pa stic ula rly l n the effo rts of
H
the lo c al gov er n me nts to be de sign ated a s o n e of the Ne w Indu strial Cities in the Fir st
Co mpr e-ben siv e Natio n al De v elopm e nt Plan(1962). The lo c al go v er n ments wbicb pa rtici-
patedin the pla n expected their indu striesto fu rtherdevelop but
" OilSho cks" pr e v e nted
the m fr o m dev eloping a S Pla n n ed･ The
"
e x ogeno u s
"
n atu r e c a n als o be seen in the
Toya m a Techn o- Polis Pla n initiated by the Ministry of Trade a nd Indu stry in 1982.
So m e w eak- m e s s e s c a me to be pointed o ut, ho w e v e r, with the
"
e x ogeⅢo u s
" de v elopm ent,
thu s atten-tio nbega nto be paid gr adu aly to
"
e ndoge n o u s
" dev elopm e nt. T he alu min u m
indu stry which had e xisted in s m alls c ale in Taka oka sin c e1930c a m eto be r ega rded
a s o n e of the m o stim po rta nt indu stries of Taka oka in the 1970s. In the light of the
im po rtaLnC e Oftheindu stry today･ it ca nbe sai dthat e mpha sis in the de v elopm e nt of
Taka oka is being shifted fro m
〃
e x oge n o u s
"
to
"
e ndogeno u s
"
de v elopm e nt.
E E WW O R D S
Taka oka ･ Endoge n o u sdevelopm e nt･ Ex oge n o u sde velopm ent, Ziba indu stry, T he Toya -
m a
- Taka oka New Indu strial City, T he first Co mprehen siv e Natio n al Developm ent Pla n,
The Toya m a Te cbn o- Polis
